
老健事業セミナー（報告）

「毘沙門台学区社会福祉協議会」
「びしゃもん台 絆くらぶ」の

活動～成果と今後の取組について

令和４年３月９日

毘沙門台学区社会福祉協議会
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社会福祉協議会の構成
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第二毘沙門
台町内会

毘沙門台
町内会

毘沙門台
東町内会

毘沙門台学区の構成（3町内会）

毘沙門台団地の概況

小学校、幼稚園、
高等学校、

郵便局、スーパ
、飲食店、

総合病院、内科、
歯医者、飲食店、
和菓子店、石材
店、コーヒー店、

工務店・・・・

毘沙門台の概要 令和3年3月末

世帯数 世帯割合 人口 人口割合 人口 割合

毘沙門台　　S49 1,330 46.6% 3,134 45.2% 1,144 36.5%

第2毘沙門台 S54 1,052 36.9% 2,406 34.7% 1,019 42.4%

毘沙門台東　H7 476 16.7% 1,390 20.1% 206 14.8%

合計 2,858 6,930 2,369 34.2%

世帯数 人口 65歳以上

2



説明順序

１．まちづくりの状況

２．協同労働の決定

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

４．毘沙門台団地の現状

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況

７．新型コロナウイルスの対応

６．付添送迎サービスの取組

９．さらなるまちづくり推進（ICT活用）

１０．まとめ

８．絆くらぶの新聞報道と活動総括
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１．まちづくりの状況

１．福祉のまちづくりの経緯

平成21年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和元年
1 △・・・・・ △4月 △6月 ・・・・・・・・・・・ △3月末 △4月

2
第1次福祉の
まちづくり

消防署職
員待機住
宅を借り
上げ

第二次福祉の
まちづくり

第二次福祉の
まちづくり

第二次福祉の
まちづくり

第二次福の
まちづくり実
施

3 冊子作成 検討開始 検討 冊子完成 実施開始

4 実施
●6月基本検
討会：14名

●6月実務委
員会：47名
●10月策定員
会：11名

●策定委員
会：11名

全町内会、学
区各種団体
が実施（19団
体）

5 △1月　設立
△4月事業開
始

△10月有償ボランテイア検討開始

△11月協同労働決定

△12月広島市補助金決定
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１．まちづくりの状況

２．福祉のまちづくりの内容（表紙・参加団体）

人の 

健康 

まちの 

健康 

社会の 

健康 心身ともに健康で、また、

何らかの障がいなどがあ

っても、元気で生き生きと

暮らしを営むことができ

る市民を増やそうという

健康の領域 

生活や活動の場であるまちに

着目し、市民の安全で快適な

生活を阻害する要因を取り除

き、良好な都市空間を整えて

いこうという健康の領域 

人と人とのつながりが創り

出すコミュニティを充実さ

せながら、互いに認め合う豊

かな人間関係を育み、活力に

満ちた地域社会を築いてい

こうという健康の領域 
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１．まちづくりの状況

３．福祉のまちづくりの内容（目次）

目      次 

発刊に寄せて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

まえがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

第一次「福祉のまちづくり」の評価と 

二次プラン策定に向けて・・・・・・・・・・・ ３ 

  

第１章 わが町の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

１－１ 毘沙門台地区の概要 ・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

１－２ 住民の構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

 

第２章 プラン策定のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

２－１ 私たちのまちの課題 ・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

２－２ 終の住処を目指して ・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

２－３ 検討委員会および策定委員会 ・・・・・・・・・・ ９ 

第３章 まちづくりの取り組み方針 ・・・・・・・・・・・・１０ 

３－１ 課題の整理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

３－２ 第二次まちづくりの取り組み方針 ・・・・・・・・１２ 

 

第４章 まちづくりの実施計画 ・・・・・・・・・・・・・・１４ 

４－１ 実施計画の基本的な考え方 ・・・・・・・・・・・１４ 

４－２ 取り組む課題と体制 ・・・・・・・・・・・・・・１４ 

４－３ 実施計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

付属資料 

１ 第二次福祉のまちづくり検討委員 ・・・・・・・・・・３７ 

２ お役立ち連絡先 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８ 
6



１．まちづくりの状況

４．福祉のまちづくりの内容抜粋

△協同労働　「絆くらぶ」と連携し、高齢者の知識、技術、
　経験生かせる場をつくり、いつまでも元気に活躍できる
　生きがいづくりを目指す。

・日常生活を営むうえで不自由を感じることへの生活支援
　「生活支援ボランティアグループづくり」
　　外出支援・電球の取替え・清掃・除草・ごみ出し・その
　　ほか

・先進地の経験に学び、人的資源・有償を基本にしたボラン
　ティア活動のあり方を確立し登録運動を推進する

町
内
会
が
主
と
な
り
全
て
の
地
域

団
体
が
実
施

・現役世代との交流を促進し、日常生活の困りごと調査の取
　り組み及び解決のルール作りの推進

日常生活を送る中で、住民同士が互いにさりげなく気遣いあい、見守りあう関係の構
築として、仲間と集い、サークルやボランティア活動に参加するなどの社会とのかか
わり、生きがいを発見できるような環境づくりを行う

高齢者が地域で安心して生活できる環境と、社会参加による生きがいづくりの支援

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
集
団
つ
く
り

生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
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1．策定中の「第二次福祉の街づくりプラン」の中で提案されている。
２．社協会長、副会長及び町内会会長、副会長で「インセンテイブのある活動に向けての検討会」を立ち上げ検討してき
ました。(今後、以下の考えを基本に進めていきたい)

４．出資者の募集範囲
本事業の趣旨に賛同する60歳以上の方を原則とし
（１）毘沙門台学区社会福祉協議会構成団体の理事及び執行部推薦者
（２）毘沙門台学区住民で事業に該当する協力事業者
（３）ボランテイア活動に従事している者

有
限
責
任
事
業
組
合

「事業組合」設立の検
討結果（現状報告）

平成30年10月25日
毘沙門台学区社会福祉協議会

団体長連絡会議

１．現状の問題点
（１）ボランテイア活動に達成感がない
（２）ますます福祉の充実が必要。
（３）補助金依存の運営
（４）支援を依頼しにくい。

２．目指す方向
（１）やりがいのあるボランテイア活動
（２）老若男女すべての人を対象に福祉
の充実（ボランテイバンク事業再構築）
（３）自立した運営
（４）退職者の技術・経験を生かす。生き
がいづくり

３．対策（案）
（１）「有限責任事業組合」方式の採用
（H17年法制化 先行事例あり）

（２）設立の容易さ、解散時の精算リスク少
（３）組合契約により柔軟に運営が可能
（４）得た利益は、構成メンバに還元可能また、事業運営に支弁可能

５．出資金額
（１）一口 １０，０００円を予定 （上限は１０口まで）
（２）利益配分・・・組合契約により自由に決定
出資比率と事業参加度合いにより配分、利益は個人所得として課税さ
れる

６．今後 以下を中心に具体的に検討を進める。

（１）事業目論見策定
（２) 組合組織の内部統制方法の検討 （権限、決済方法、組織検討）
（３）H31.3  組合設立 H31.4 事業開始

２．協同労働への取組（経緯）
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２．協同労働への取組

２．有償ボランテイアの組織検討

  ① 株式会社 ② 合同会社／ＬＬＣ ③ 一般社団 ④ NPO ⑤ 認可地縁団体 ⑥ ＬＬＰ 

（有限責任事業組合） 

１ 根拠法 会社法 会社法 一般社団法人に関する法

律 

特定非営利活動推進法 地方自治法 有限責任事業組合契約に

関する法律 

２ 法人形態 営利 営利 非営利 非営利 非営利 営利 

３ 目的事業 定款に掲げる事業による

営利の追求 

定款に掲げる事業による

営利の追求 

目的や事業に制約はない

（公益・収益・共益事業

等） 

特定非営利活動（20分野） 目的や事業に制約はない

（規約に掲げる目的） 

共同で営利を目的とする

事業を営むための組合契

約 

４ 設立方法 公証人役場での定款認証

後に登記して設立 

定款作成後、登記して設

立 

公証人役場での定款認証

後に投棄して設立 

所轄庁の認証後に投棄し

て設立 

市町村長が認可 組合契約書（定款に相当）

を作成。 

組合員氏名、住所を添え

て登記（変更の都度登記） 
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２．協同労働への取組

３．有償ボランテイアの組織検討
比較項目 LLP 任意団体

1 目的 営利追求（営利団体）
2 法人格 無し 無し
3 規約（定款） 組織と個人との契約 規約として定める

4 登記
法務局（登録6万円、出資者増減1万円、
内容変更3万円等）

無し

5 課税 構成員の所得税

6 利益配当 配当率は自分たちで決める 無し

7 剰余金
利益を分配せず組織内にプールする事
は出来ない

繰越として残せる

8 会計
貸借対照表、損益計算書、附属明細書
その他法定調書を税務当局に提出

単式簿記が多い

9 根拠法 LLP法（2005年）　※経産省管轄 無し

10 その他

会計処理が簡単でなく、法人会計処理を
行う場合と同等の体制が必要
会員の増減をその都度報告（届け出の
費用要）

決定
（平成30年11月
22日社協執行部

会にて）

＜理由＞
会計、費用から
任意団体（協同

労働）組織を採用
することに決定。
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１．「びしゃもん台 絆くらぶ」のロゴ

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

11



（協同労働）
びしゃもん台 絆くらぶ

（設立：平成3１年１月１日）
（事業開始：平成3１年４月1日）

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

２．「びしゃもん台 絆くらぶ」の設立
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①全員で出資・経営・労働を行う
②一人一票の原則

全員の意見を確認し多数決では
なく全員一致での決定を目指す

③出資による資金作り

④専ら非営利事業
⑤作業費は支払うが配当はない
⑥広島市から立ち上げ費用1/2（上

限100万円）を補助金として支
給される

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

３．「びしゃもん台 絆くらぶ」の特徴
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４．作業場所

ふれあいセンタ-絆内の
103号室に作業場所確保

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介
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５．推進体制（組織）

出 資 者

毘 沙 門 台 学 区 町 民

役
員

①代 表 ：林 裕
②副 代 表 ：木村 忠信、松村 昌武、瀬川 龍男、

和木坂 達雄
③事務局長 ：横田 忠美
④会 計 ：高井 良美
⑤監 査 ：瀧口 文明

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

事務局員：横平和美（社協）、熊野忠博（毘沙門台町内会）
佐伯和美（第二毘沙門台町内会）、〇（東町内会）
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６．業務の流れ

毘沙門台

学区町民

毘沙門台町内会、第二毘沙門台町内
会、毘沙門台東町内会・民児協他

出資者とサポータ
が作業

町民（依頼者）
毘沙門台

学区町民

（協同労働）びしゃもん台 絆くらぶ

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

今
で
は

今
で
は
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７．出資者

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介

総会時 現在 増減

1 出資者数 29名 38名 9名

2 出資者を含む働く人 29名 59名 30名

3 出資しないで働く人 0名 21名 21名
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８．事業内容

【生活支援】
①暮らしサポート（網戸の張替え、庭木の剪定、家具の移動・・・）
➁高齢者向け生活支援（買い物、掃除全般）
③移動困難者の移送サービス（免許証返納等による移動困難者の移送支援等

【環境支援】
●団地内の緑化活動（法面・斜面の清掃・・・）

【生きがい就労支援】
●住民が保有している資格者の活用（リフォーム・電気工事・水道工事・空調修

理、相続相談、住まいの相談など）

【イベント】
①バザー ②とんど祭りの企画・設営 ③町内会催事の支援

３．びしゃもん台 絆くらぶの紹介
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１．取組の視点

４．毘沙門台の現状

ライフステージ

乳幼児
学童思春期

青 年 期 壮 年 期 高 齢 期

妊娠出産乳幼児期 社会的自立期 働き盛り期 充 実 期

自己形成期（6歳～） 前期高齢・後期高齢

年齢区分 ～２０歳 ～４０歳 ～６４歳 ６５歳～

毘沙門台町内会年齢別割合 ２０．２% １２．９% 30.２% ３６．７%

第二町内会年齢別割合 １６．３% １３．３% ２８．３% 42.１%

東町内会年齢別割合 ２８.７% ２１．６% ３５．８% １３．８%

暮らす・家庭、家族

結婚 教育 子供独立

出産 子供独立 孫誕生

育児 離婚 配偶者死別

教育

離婚

住み方・住 宅

住宅購入 住宅ローン完済 子ども支援

リフォーム リフォーム リフォーム

住宅売却

同居

リバースモーゲージ

病 気・突発事故等

病気・怪我 病気・怪我 病気・怪我

災害 災害 災害

介護 介護

相続 相続

親の葬儀 葬儀

（令和2年3月末）
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３．現状２

４．毘沙門台の現状
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４．現状３

４．毘沙門台の現状

毘沙門台地区人口ピラミッド(平成18年9月末・令和3年9月末)
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35歳～39歳
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45歳～49歳

50歳～54歳

55歳～59歳

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳～89歳

90歳～94歳

95歳～99歳

100歳以上

男(令和3年9月末) 男(平成18年9月末) 女(令和3年9月末) 女(平成18年9月末)

(人)

(人)
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1人、2人住まいの家庭は増加傾向。3人家庭は減少傾向

取組の背景 ： 健康⇒プレフレイル⇒フレイル⇒身体機能障害（要介護）を停止したい！！

５．現状４

４．毘沙門台の現状
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６．現状５

外部連携

1
健康まちづ
くり

広島共立病
院

2
認知症サ
ポーター講
座

大学と連携

3健康講座 地域包括

4
団地活性化
すごろく

ＮＷ協議会

健康・福祉講座

健康・保険相談室

がん検診 受診率向上

口腔フレイル啓発講座

ウエルネス講座

４．毘沙門台の現状

ふれあいセンター絆定期開催行事（令和3年１２月末）

1 モーニングカフェ 毎週 土曜日

2 おれんじカフェ 第２・４木曜日

3 びしゃもん台体操絆教室 第２・４木曜日

4 唄声サロン 第2・４土曜日

5 そば打ち見学・試食 第２・４月曜日

6 猫と天使　癒しマルシェ 第４月曜日

7 囲碁将棋・マージャン 毎週月曜日

8 折り紙教室 第2水・第4土曜日

9 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室 第4水曜日

10 小物つくり教室 第2・4土曜日

11 パソコン教室 第3水曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

13 ラジオ体操教室 第1・3木曜日

第2(土)第3（火）曜日

第４金曜日

15 ぽかぽか 毎週火曜日

16 遊心書道会 第１・3土曜日

17 ヨ-ガ・セラピー教室 第１・３木曜日

18 落語教室 第１・3土曜日

19 陶芸教室 第２・３木曜日

20 そば道場 第４土曜日

21 まるまゆ親子スペース 毎週水・金曜日

12 こども英会話教室

14 ステンドグラスの会
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１．活動状況
５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況

項番 作業名
令和元年度 令和２年度 令和3年度（12末）

備考
依頼者数 件数 依頼者数 件数 依頼者数 件数

1 銘板作成 7 34 7 20 銘板、ステッカ
2 網戸・障子張替 51 120 16 25 ８ 31 障子、網戸

3 簡易剪定 15 150 15 15 14 21 簡易伐採

4 包丁・鋏砥 15 26 5 8 16 74 包丁、苅込鋏砥

5 高圧洗浄 20 25 ー ー 高圧洗浄

6 サッシ交換 9 67 2 2 11 11 サッシ、窓ガラス、水道 廻等
7 簡易作業 12 24 8 8 11 21 家財運搬等

8 門松 9 14 7 14 22 22 高校生と連携（伝統文化の継承）

9 消火器、火災警報器 25 42 61 127 防災連と連携

10 非常食 19 130 ー ー 防災連と連携

11 付添送迎サービス ー ー 3 10 226 226

１２ ドア楽 ー ー 23 90

１３ 体操DVD ー ー 121 960 ４ 4
１４ その他 26 47 8 8 4 4 電気・照明、大工作業

合計 208 679 276 1,277 316 414
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５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況２．活動状況

業務を正確に行うため
システムを構築しまし
た。（自前で作成しまし
た）

＜システム化の項目＞
●利用者の依頼（依頼
者登録）、●見積書作
成、●料金請求書、お
よび、●作業実績・請
求書一覧等々の管理資
料作成
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３．活動状況（銘板作成）

銘板の作成を行いました。

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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４．活動状況（網戸張替）

元プロに手ほどきを受け網戸の張替えをお行いました。
お客様から感謝の言葉を頂きました。

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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５．活動状況（庭木の簡易剪定）

某宅の庭木の簡易剪定

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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６．活動状況（消火器、煙感知器の販売（6月15日 27名出席）
 

 

 

 

おうちの消火器は、大丈夫ですか

 

 

 

 

近年、住宅火災により、ご高齢者の死亡事故が多発しています。私たちの住む毘沙門台団地で、

このような悲惨な事故を少しでも未然に防ぐため、今回、消防署および広陽防災様のご協力によ

り、住宅用消火器の取次を実施することになりました。ご希望の方は、下記をよくご参照のう

え、ぜひお申込みください。 

（税込） 6 型（標準価格 104,76 円） クマさん（標準価格 11,880 円） 

 

 

種類 

 

 

薬剤 粉末 強化液 

放出時間 約 15 秒 約 28 秒 

特徴 

 大きな火災に強い！ 

 すべての火災に対応！ 

 赤色でよく目立つ 

 天ぷら、ストーブなどの火災に

強い！ 

 液体なので、絨毯や畳なの残り

火も消火 

 使用後の跡始末・片付けが楽！ 

 かわいいクマさんデザイン！ 

（びしゃもん台 絆くらぶ） 

（税込） 

有効期限が残っていてもホースの脱落

や破損、腐食等により、使用時の圧力

で、底が抜けたりして、大変危険です。 

 

ご家庭用の消火器は、有効期限が 5 年

です。有効期限が過ぎた場合は、取り

換えが必要です。 

 

 

 

広島市では、火災予防条例により平成 23 年 6 月 1 日から既存住宅への設置が義務付けられま

した。住宅用火災報知器の耐用年数の目安は、約 10 年前後。古くなると電子部品の寿命や電池

切れなどで、火災を感知しない恐れが出てくるといわれています。住宅火災が発生したにも関わ

らず、住宅用火災警報器が作動しなかったケースが、過去 5 年で 600 件余あったと判明し、消

防庁も適切な維持管理を呼び掛けています。 

広島市の設置基準 

設置が必要な場所 

必ず設置 条件によっては設置 

         

既存住宅への適用日 平成 23 年 6 月 1 日（2011 年） 

条例 広島市火災予防条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご希望の方は、下記をよくご覧のうえ、別紙お申込書でお申込みください。

（税込） 単独型（参考価格 5,832 円） ワイヤレス連動型（標準価格 10,800 円） 

 

 

種類 

 

 

特徴 連動なし 最大 15 台連動 

取付費 1,000 円（1 個あたり） 

（税込） 

6月15日に消防署
（講習）の協力を
得て消火器の販売
を行いました。
大盛況でした。

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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７．活動状況（包丁、苅込鋏砥）

●包丁砥、鋏砥、苅込ばさ
みを砥ました。

●洋包丁は苦戦しています
が、好評いただいていま
す。

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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８．活動状況（高圧洗浄）

網戸

高圧洗浄機を使った洗浄サービスを始めま
した。この機会にご自宅周りをきれいにし
て、爽やかな夏を迎えましょう。！

玄関回り・ガレージ・溝

塀の石垣などをきれいに

しませんか！

１時間以内 ２，５００円
以降３０分毎 １，０００円料金

協同労働 びしゃもん台 絆くらぶ TEL 082-870-9060

〒731-0152 広島市安佐南区毘沙門台2丁目39-22 ふれあいセンター絆内

●ご自宅の水道、電気のご使用をご了解いただきます。
●作業は、器具の構造上、水道蛇口・電気のコンセントから
概ね１５ｍ程度の範囲となります。

●作業は、ご予約順に日程調整の上、実施いたします。雨天
の場合は順延となります。

●ご予約は、申込書を記入のうえ各町内会へご提出ください。

（別途消費税が必要となります。）

お名前 連絡番号

ご住所

切取

●梅雨シーズンを迎えこれから増加の傾向です。

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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９．活動状況（伐採）

●安古市高校のバス停（安古市高校北口）側です。校長先生から感謝の言葉を頂き
ました。引き続き残りの作業を行います。

５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況
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５．びしゃもん台 絆くらぶの活動状況

●
安
古
市
高
校
の
門
松
を
生
徒
と
一
緒
に
作

り
文
化
の
継
承
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
一
般
家
庭
の
門
松
を
作
り
新
た
な
年
を
迎

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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１．付添送迎サービスの必要性 ＜課題＞
１．ふれあいセンタ絆の利用人数は、年々増加し昨年度は

１3,000人弱となり今後も増加すると思われます。
２．また、高齢者も年々増加しこの状況で、６５歳以上の高

齢者が平成２０年度比＋１０％になり今後とも高齢者
が増える傾向にあります。

３．さらに、団地内では高低差が120mであり、団地の中腹に
ある「ふれあいセンター絆」を自力で訪れ交流を促進するに
は体力的に困難な状況が発生しています。

４．高齢者の免許返上者が増え、病院、買い物等の移動困
難者が増加している。

高齢者が交流の場に赴き生活を楽しむために
は容易に移動できる手段が必須であり、病院、
買い物等の移動支援も必須となっています。
これらの移動支援サービスをびしゃもん台
絆くらぶで開始しています。

６．付添送迎サービスの取組
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利用人数 5449 10302 12898 16693

ふらいあいセンター絆利用人数
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２．住民主体型生活支援訪問サービス

６．付添送迎サービスの取組

＜生活全般の支援・・・住民主体型サービス２号＞

１ 「登録・許可を必要としない」運送業務を実施することを令和2年4月7日に、広島運
輸支局に説明し許可を得ました。

２ 今まで生活支援サービス（網戸張替等）を行ってきましたが、広島市の「住民主体型
生活支援訪問サービス」助成を受けて令和２年10月から開始しました。

３ 既に町民の方から福祉車両を借用しました。

４ 生活でお困りの住民の方を支援するため、びしゃもん台 絆くらぶ、地域包括センター
、市社協、区社協及び学区社協の５団体で毎月支援調整会議を開催し支援の齟齬が

無いよう取り組んでいます。
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住民主体型生活支援訪問サービス

令和2年10月から付添送迎サービスを始めました。
● 病院への付添
● 買い物付添 を行っています。

令和3年度に226件（令和3年12月末現在）実施しました。住
民の方々へさらに「付添送迎サービス」を案内します。

● 付添時は、世間話、自慢話、子どもの話、現役時代の話
・・を聞いてあげると満足いただけることが分かりました。

３．活動状況（付添送迎サービス）

６．付添送迎サービスの取組
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住民主体型生活支援訪問サービス

付添送迎サービスを契機に
● 作業で訪問した家庭の方の様子
● 付添送迎サービス時の依頼者の様子

⇒気になる方の様子を地域包括センターに連絡し、その方が
活き活き生活できるようサポートの仕方を関係団体で協議を
しています。

⇒また、引きこもりを未然に防ぐためにふれあいセンター絆の
各種サロンを紹介し、外出を促す取り組みを始めました。

４．活動状況（付添送迎サービス）

６．付添送迎サービスの取組
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１．サロン等ふれあいセンター「絆」利用状況

７．新型コロナウイルスによる活動への影響

１．ふれあいセンタ「絆」
利用開始から年々利
用者が増えている。

２．新型コロナウイルス感
染防止のため、令和2
年3月は多い月の3割
に減少しました。
（令和2年1月：2,364人
令和2年3月：710人）
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２．体操関係の利用者

７．新型コロナウイルスによる活動への影響

1か月93名
が利用 １．令和2年3月から3密を

避けるため、活動中止
３．月平均93名の方が閉

じこもり状況
４．3日身体を動かさない

と
①筋肉が硬くなる。
➁関節が固まり可動域
が狭くなる。

→認知症になりやすい
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１．対策案

７．新型コロナウイルス影響の対策

1．65歳以上が３４％であり新型コロナウイルスに
感染すると重症化の恐れあり。
⇒感染しない工夫が必要

２．運動する機会を奪われたことによる身体機能
の低下を誘発する。
⇒運動する機会を創出

１．背景

1．新型コロナウイルスに感染予防の広報活動。
⇒手洗い、うがい、マスク着用の基本動作を
促し、3密を避けることを広報

２．運動機会を創出
自宅で自分の生活に合わせいつでも体操でき
る機会を作る。
⇒体操DVDを作成
（団地内の体操インストラクターに協力要請）

３．新型コロナウイルスに感染する機会の減少化。
⇒ドアノブに触らない。
（団地内の企業が十数年前に作成済み）

２．対策

＜対策の考え方＞
3密を避けるため外出、人との交流、社会参加の機会が減少すため、フレイルを防ぐ
「栄養」、「運動」、「社会参加」を取り戻す施策が求められている。
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２．対策

７．新型コロナウイルス影響の対策

1．行政の資料を活用

１．広報活動

３．「ドア楽」の提供

３．感染防止

２．体操DVDの配布

２．運動の促進
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７．新型コロナウイルス影響 今後の課題

新型コロナウイルスが撲滅されるには相当の期
間を要することから新たな取り組みが必要

１．考え方

外出や社会参加・つながりの持ち方
⇒「通いの場」以外の多様な手段・選

択肢が必要

２．方向性

１．運動
（１）フレイル予防：ストレッチ、筋力トレーニ

ング、口腔機能維持
（２）ロコモ予防：運動頻度、症状のチエック・

フォロー
２．認知機能：音楽（歌や演奏）、芸術（絵画や

デッサン）・・・・ライブで進行
３．つながり：電話、ネット（TV会議）で雑談

４．具体例

上記は「ICTの活用が」必須！！

＜以下の取組が必要＞
⇒独居等高齢者のICT環境の整備
⇒スマートフォンの設定や使い方

＜結果＞・・・・・高齢者の生きがいにつながる
●オンライン飲み会
●オンライン帰省・

５．実現に向けて

１．QOLの維持向上
２．就労による社会参加の確保

３．具体化の向けて
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【予約が取れない】

①PCが使えない

➁電話がつながらない

かかりつけ医がいない

足腰が不自由で接種
を受けられない

予約代行

予
約
代
行

付添送迎サービス

ワクチン接種会場

社協事務局

令和3年7月末までに接種完了引き続き第3回ワクチン接種で取組中

現 状（令和3年5月以前）
対応案

７．新型コロナウイルス影響の対策

①希望医院確認
➁グループ付添送迎の確認
③接種日時・注意事項を説明
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１．コロナ禍の取組

１．新聞報道されたのち、県
下の住民の方から送付を
要望されました。

２．毘沙門台の住民に限ら
ず多くの方にお使いいた
だきたい。

８．絆くらぶの新聞報道
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８．絆くらぶの新聞報道

２．活動状況（付添送迎サービス）
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３．生活の困りごと

８．絆くらぶの新聞報道
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８．びしゃもん台 絆くらぶの活動総括

1４．活動で分かったこと

（1）ボランテイアバンクでは
数件の活動であった

（1）令和2年度の活動で２７６人
の依頼者

（２）平成30年度まで年間10数
件であった

有償ボランテイアは、依頼する方、依頼される方の双方でメ
リットがあり活動が拡大する。依頼者に寄り添った作業

（２）ボランテイアバンクは
個人の善意に頼っていた

（３）組織化による信頼確保
口コミで依頼が増えた

（３）ボランテイアバンクは
個人からの支援依頼

（４）学校、団体からの依頼
48



今の連絡はどちらかというと一方通行 お互いに情報がやり取りできます

社会福祉協議会・町内会

【役員Aさん】

画面上から既読未読
や回答状況を一目で
把握

役員・幹事全員に一斉に配信

凄い

簡単に返
信できた 本当に

便利だわ

忘れないうち
に返信

【役員Aさん】

遅っ！

回覧板
もっと早く回してよね

幹事さんに
余裕をもっ
て配ったの
に・・

幹事

町民

幹事幹事

町民準備して待っ
てます まもなく案内

が行きますよ

動きがわかっ
て助かります

参加しま
せんか

〇福祉祭りのお知らせ
〇 ×日に準備を行い
ます。参加できる方
は連絡願います

役員・幹事全員に配達

役員は大変！回
覧も忙しいそう。
役員になりたく
ない

自治会っておも
しろそう

９．「さらなるまちづくり推進」に向けたICTシステム構築（次代の発掘の辞と津の手法）

も一度見
たいわ

過去の案内が見
えて助かるわ

49



50



住民の皆さんとダ
イレクトに接触！

この活動をやって
良かった！！

これからも続けま
す！！

感激！
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１０．さらなる取組

１．生活支援に注力してきた

①住民の家庭に入って作業した

②世間話ができるようになった

③困りごとも聞けるようになった

家庭状況、身体の不具
合がわかるようなった

２．活き活き生活してもらうために

① 身体の不具合
地域包括センタ―へ
情報提供

② 引きこもり状態の方へ
各種サロンへお誘い

（歌声、体操、モーニング、
そば、野菜づくり・・・）

訪問結果の報告

住民主体型生活
支援訪問サービス

支援調整会議
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メッセージ
サービスを立ち上げたいと思っている方々へ

（１）高齢化社会の助け合い
（助けます：５０％～７０％、助けてほしい：５％～２０％のギャップ）
「チョット助けて」、「いいよ」が言いやすい「集いの場」づくりがキッカケ

自治体の方々へ

（１）協同労働の立上、送迎サービス（住民主体型生活支援訪問サービス）の支
援に感謝します。

（２）車両の提供、支援者への報酬等さらなるご支援があればサービスより拡大する
と思います。

地域の支援団体の方々へ

（１）ますます高まる高齢化社会で、種々のサービスが必要になります。
一体になったサービス提供が求められています。そのための関係機関と連携した
取り組みが必須と考えます。 53



【参考】 びしゃもん台 絆くらぶＨＰ

びしゃもん台 絆くらぶのホームページを開設しています。
下記でアクセス願います。

「びしゃもん台 絆くらぶ」で
検索してください。

ご静聴ありがとうございました
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